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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
元
太
の
大
学
生
日
記

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
５
１
７
９
Ｂ

【
作
者
名
】

　
さ
ば
ら

【
あ
ら
す
じ
】

　
大
学
入
学
後
，
元
太
は
大
学
野
球
部
へ
と
入
っ
た
。
こ
れ
か
ら
４
年
間
ど
ん

な
ド
ラ
マ
が
待
ち
受
け
て
い
る
の
か
？
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元
太
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｔ

光
北
学
院
高
校
を
甲
子
園
初
出
場
初
優
勝
に
導
い
た
元
太
は
，
高
校
時
代
の
監

督
久
保
隆
久
の
母
校
成
修
大
学
に
進
学
し
た
。

捕
手
層
が
手
薄
な
チ
ー
ム
に
お
い
て
正
捕
手
候
補
と
し
て
監
督
田
川
明
彦
か
ら

も
大
き
な
期
待
を
受
け
て
い
る
。

そ
ん
な
元
太
に
好
機
が
巡
っ
て
来
た
。

３
月
下
旬
，
い
よ
い
よ
春
季
リ
ー
グ
戦
が
開
幕
す
る
。

そ
の
ベ
ン
チ
入
り
メ
ン
バ
ー
が
発
表
さ
れ
た
。

田
川
「
背
番
号
１
８
，
葛
西
！
！
」

葛
西
「
は
い
！
！
」

田
川
「
背
番
号
１
１
，
大
内
！
！
」

大
内
「
は
い
！
！
」

元
太
「
（
俺
は
入
っ
て
い
る
か
な
？
）
」

田
川
「
背
番
号
１
５
，
鈴
木
圭
二
！
！
」

鈴
木
圭
「
は
い
！
！
」

田
川
「
背
番
号
１
９
，
伊
丹
！
！
」

伊
丹
「
は
い
！
！
」

銭
場
「
（
え
っ
！
！
伊
丹
が
い
き
な
り
の
ベ
ン
チ
入
り
だ
っ
て
！
！
）
」

田
中
努
「
（
あ
か
ん
！
！
兵
庫
大
会
決
勝
で
打
ち
勝
っ
た
エ
ー
ス
に
先
を
越
さ

れ
た
わ
！
！
）
」

元
太
「
俺
は
大
丈
夫
か
な
？
」

そ
し
て
，
ベ
ン
チ
入
り
捕
手
が
発
表
さ
れ
た
。

田
川
「
背
番
号
２
２
，
石
本
！
！
」

石
本
「
は
い
！
！
」

元
太
「
俺
は
大
丈
夫
か
な
？
」

田
川
「
背
番
号
３
１
，
小
嶋
！
！
」



3

元
太
「
は
い
！
！
」

西
田
「
や
る
じ
ゃ
ね
え
か
，
小
嶋
！
！
１
年
生
捕
手
で
い
き
な
り
ベ
ン
チ
入
り

は
凄
い
よ
！
！
お
前
と
バ
ッ
テ
リ
ー
を
組
む
の
が
楽
し
み
だ
！
！
」

元
太
「
西
田
，
そ
の
前
に
ち
ゃ
ん
と
肩
治
せ
よ
！
！
」

葛
西
「
そ
う
焦
る
な
よ
，
西
田
。
俺
に
は
今
年
し
か
無
い
け
ど
，
お
前
に
は
あ

と
３
年
あ
る
だ
ろ
。
」

西
田
「
は
・
は
い
！
！
」

そ
の
後
，
野
手
の
ベ
ン
チ
入
り
メ
ン
バ
ー
が
発
表
に
な
っ
た
。

そ
の
中
に
は
金
岡
・
佐
藤
慎
也
の
元
太
の
高
校
の
先
輩
の
名
は
あ
っ
た
が
，
１

年
生
の
名
は
無
か
っ
た
。

大
内
「
小
嶋
，
先
輩
の
俺
に
対
し
て
も
遠
慮
ガ
チ
な
リ
ー
ド
は
い
ら
な
い
。
思

い
っ
き
り
か
か
っ
て
来
い
！
！
」

小
嶋
「
は
い
！
！
」

金
岡
「
そ
う
だ
ぞ
！
！
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
先
輩
も
後
輩
も
関
係
な
い
。
実
力
の

世
界
な
ん
だ
。
」

小
嶋
「
絶
対
に
勝
ち
抜
き
ま
す
よ
，
勝
負
の
世
界
を
！
！
」

４
月
上
旬
，
つ
い
に
東
京
都
学
生
野
球
連
盟
二
部
リ
ー
グ
が
開
幕
し
た
。

元
太
「
つ
い
に
大
学
野
球
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
立
っ
た
ぜ
！
！
」

伊
丹
「
こ
こ
か
ら
長
い
戦
い
の
始
ま
り
や
な
ぁ
！
！
絶
対
，
神
宮
に
行
く
で
！

！
」

田
川
「
小
嶋
，
伊
丹
！
！
早
く
集
ま
れ
！
！
」

元
太
・
伊
丹
「
は
・
は
い
！
！
」

黒
田
「
（
あ
の
２
人
な
ら
絶
対
に
神
宮
を
沸
か
せ
よ
う
や
。
そ
ん
な
ら
，
徹
底

的
に
鍛
え
な
あ
か
ん
な
。
）
」

元
太
は
，
最
初
の
４
試
合
は
ず
っ
と
ブ
ル
ペ
ン
で
球
を
受
け
て
い
て
出
場
が
巡

っ
て
来
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
が
５
試
合
目
の
東
都
農
科
大
学
戦
の
８
回
裏
。
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つ
い
に
元
太
に
出
番
が
巡
っ
て
き
た
。

田
川
「
バ
ッ
タ
ー
小
嶋
！
！
」

う
ぐ
い
す
嬢
「
六
番
戸
谷
君
に
代
わ
り
ま
し
て
，
小
嶋
君
！
！
バ
ッ
タ
ー
は
小

嶋
君
。
光
北
学
院
高
校
，
背
番
号
３
１
。
」

成
修
野
球
部
員
「
お
お
お
お
～
！
！
」

金
岡
「
コ
ジ
！
！
力
む
な
よ
！
！
」

戸
谷
「
小
嶋
！
！
俺
の
代
わ
り
に
打
っ
て
く
れ
！
！
」

金
岡
と
戸
谷
が
メ
ガ
ホ
ン
を
持
っ
て
声
援
を
送
っ
て
い
た
。

農
科
大
の
投
手
は
，
来
年
の
ド
ラ
フ
ト
候
補
に
も
挙
が
っ
て
い
る
漆
山
幸
介
で

あ
る
。

漆
山
「
（
甲
子
園
優
勝
に
導
い
た
新
入
生
に
負
け
て
た
ま
る
か
。
俺
に
も
ド
ラ

フ
ト
候
補
と
し
て
の
意
地
が
あ
る
。
）
」

バ
ッ
ト
「
ブ
ー
ン
！
！
」

球
審
「
ス
ト
ラ
イ
ク
！
！
」

田
川
「
小
嶋
！
！
し
っ
か
り
振
ら
ん
か
！
！
」

小
嶋
「
（
い
け
な
い
！
！
力
が
入
り
す
ぎ
て
い
る
。
）
」

そ
し
て
，
５
球
目
。

バ
ッ
ト
「
カ
ー
ン
！
！
」

佐
藤
正
「
あ
り
ゃ
！
！
こ
れ
じ
ゃ
ピ
ッ
チ
ャ
ー
フ
ラ
イ
だ
よ
。
」

グ
ラ
ブ
「
パ
ン
！
！
」

農
科
大
野
球
部
員
「
お
お
お
お
～
！
！
」

漆
山
「
よ
っ
し
ゃ
～
！
！
」

田
川
「
小
嶋
，
だ
か
ら
言
っ
た
ろ
。
あ
の
コ
ー
ス
の
ボ
ー
ル
を
打
っ
た
ら
凡
打

に
な
る
ん
だ
ぞ
。
」

元
太
「
す
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
」

大
学
野
球
の
厳
し
さ
を
痛
感
し
た
元
太
は
，
そ
の
夜
遅
く
ま
で
素
振
り
を
繰
り

返
し
た
。

黒
田
「
新
人
ら
し
か
ら
ぬ
ス
イ
ン
グ
や
。
大
打
者
に
な
る
か
も
し
れ
へ
ん
。
」

金
岡
「
今
日
の
凡
打
が
余
程
悔
し
か
っ
た
そ
う
で
す
ね
。
あ
の
姿
勢
は
他
の
１
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年
生
を
刺
激
さ
せ
ま
す
よ
。
」

黒
田
「
コ
ジ
，
も
う
こ
ん
な
時
間
や
で
。
は
よ
寝
た
ら
ど
う
や
。
」

小
嶋
「
黒
田
さ
ん
，
金
岡
さ
ん
。
す
み
ま
せ
ん
，
も
う
少
し
や
ら
せ
て
下
さ
い
。

」金
岡
「
コ
ジ
，
夜
の
睡
眠
も
立
派
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
だ
。
や
り
過
ぎ
る
と
す
ぐ

潰
れ
る
ぞ
。
」

小
嶋
「
は
・
は
い
。
」

５
月
上
旬
の
祝
日
，
場
所
は
京
拓
大
学
グ
ラ
ウ
ン
ド
。

こ
の
日
の
国
修
館
大
学
戦
に
は
歩
美
と
光
彦
も
野
球
観
戦
に
訪
れ
て
い
た
。

光
彦
「
元
太
君
が
も
う
試
合
に
出
て
い
る
そ
う
で
す
。
秋
に
は
正
捕
手
は
間
違

い
な
し
で
す
ね
。
」

歩
美
「
こ
の
ま
ま
順
調
に
行
け
ば
来
年
に
は
神
宮
デ
ビ
ュ
ー
す
る
わ
ね
。
今
か

ら
楽
し
み
だ
わ
。
」

う
ぐ
い
す
嬢
「
七
番
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
小
嶋
君
，
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
小
嶋
君
。
光
北

学
院
高
校
背
番
号
３
１
。
」

光
彦
「
つ
い
に
ス
タ
メ
ン
マ
ス
ク
で
す
ね
。
昨
日
ま
で
の
Ｄ
Ｈ
よ
り
お
似
合
い

で
す
よ
。
」

歩
美
「
Ｄ
Ｈ
？
そ
う
か
。
都
連
盟
で
は
ピ
ッ
チ
ャ
ー
は
打
た
な
い
の
ね
。
」

う
ぐ
い
す
嬢
「
ピ
ッ
チ
ャ
ー
は
大
内
君
。
成
修
大
学
の
ピ
ッ
チ
ャ
ー
大
内
君
。

信
越
大
附
属
高
校
背
番
号
１
１
。
」

今
日
の
成
修
の
先
発
投
手
は
，
３
年
生
左
腕
大
内
。

サ
ン
グ
ラ
ス
の
男
「
入
学
早
々
元
太
が
ス
タ
メ
ン
マ
ス
ク
か
。
３
年
後
に
は
大

化
け
す
る
ぜ
。
」

歩
美
「
光
彦
君
。
あ
の
男
性
，
新
一
さ
ん
と
声
が
似
て
な
い
？
」

光
彦
「
そ
う
で
す
ね
。
確
か
に
近
い
で
す
ね
。
で
も
，
声
が
似
た
人
は
よ
く
い

ま
す
よ
ね
。
」

サ
ン
グ
ラ
ス
の
男
「
（
成
修
が
）
一
部
に
上
が
っ
た
ら
，
元
太
の
肩
と
毅
の
足

の
競
争
が
見
ら
れ
そ
う
だ
。
」
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つ
い
に
元
太
が
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
と
し
て
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
立
っ
た
。

歩
美
「
元
太
君
！
！
」

光
彦
「
甲
子
園
優
勝
キ
ャ
プ
テ
ン
と
少
年
探
偵
団
の
リ
ー
ダ
ー
の
意
地
を
見
せ

て
下
さ
い
よ
。
」

元
太
「
（
絶
対
に
一
部
に
上
が
っ
て
や
る
。
歩
美
，
光
彦
，
見
て
ろ
よ
。
）
」

元
太
「
フ
ォ
ー
ク
！
！
」

大
内
「
よ
し
！
！
」

ボ
ー
ル
「
ビ
シ
ッ
！
！
」

球
審
「
ス
ト
ラ
イ
ク
，
バ
ッ
タ
ー
ア
ウ
ト
！
！
」

歩
美
「
わ
～
！
！
１
年
生
な
が
ら
見
事
な
リ
ー
ド
ね
。
」

光
彦
「
こ
れ
な
ら
チ
ー
ム
の
テ
ン
シ
ョ
ン
も
上
が
り
ま
す
よ
。
」

サ
ン
グ
ラ
ス
の
男
「
あ
と
３
年
あ
る
が
，
こ
れ
か
ら
の
成
長
が
楽
し
み
だ
。
き

っ
と
，
全
国
優
勝
す
る
ぜ
。
」

多
く
の
人
か
ら
期
待
を
背
に
受
け
，
元
太
の
大
学
生
生
活
が
ス
タ
ー
ト
を
切
っ

た
。

－
第
一
話
終
了
－
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い
き
な
り
の
ベ
ン
チ
入
り

光
北
学
院
高
校
を
甲
子
園
初
出
場
初
優
勝
に
導
い
た
元
太
は
，
高
校
時
代
の
監

督
久
保
隆
久
の
母
校
成
修
大
学
に
進
学
し
た
。

捕
手
層
が
手
薄
な
チ
ー
ム
に
お
い
て
正
捕
手
候
補
と
し
て
監
督
田
川
明
彦
か
ら

も
大
き
な
期
待
を
受
け
て
い
る
。

そ
ん
な
元
太
に
好
機
が
巡
っ
て
来
た
。

３
月
下
旬
，
い
よ
い
よ
春
季
リ
ー
グ
戦
が
開
幕
す
る
。

そ
の
ベ
ン
チ
入
り
メ
ン
バ
ー
が
発
表
さ
れ
た
。

田
川
「
背
番
号
１
８
，
葛
西
！
！
」

葛
西
「
は
い
！
！
」

田
川
「
背
番
号
１
１
，
大
内
！
！
」

大
内
「
は
い
！
！
」

元
太
「
（
俺
は
入
っ
て
い
る
か
な
？
）
」

田
川
「
背
番
号
１
５
，
鈴
木
圭
二
！
！
」

鈴
木
圭
「
は
い
！
！
」

田
川
「
背
番
号
１
９
，
伊
丹
！
！
」

伊
丹
「
は
い
！
！
」

銭
場
「
（
え
っ
！
！
伊
丹
が
い
き
な
り
の
ベ
ン
チ
入
り
だ
っ
て
！
！
）
」

田
中
努
「
（
あ
か
ん
！
！
兵
庫
大
会
決
勝
で
打
ち
勝
っ
た
エ
ー
ス
に
先
を
越
さ

れ
た
わ
！
！
）
」

元
太
「
俺
は
大
丈
夫
か
な
？
」

そ
し
て
，
ベ
ン
チ
入
り
捕
手
が
発
表
さ
れ
た
。

田
川
「
背
番
号
２
２
，
石
本
！
！
」

石
本
「
は
い
！
！
」

元
太
「
俺
は
大
丈
夫
か
な
？
」

田
川
「
背
番
号
３
１
，
小
嶋
！
！
」
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元
太
「
は
い
！
！
」

西
田
「
や
る
じ
ゃ
ね
え
か
，
小
嶋
！
！
１
年
生
捕
手
で
い
き
な
り
ベ
ン
チ
入
り

は
凄
い
よ
！
！
お
前
と
バ
ッ
テ
リ
ー
を
組
む
の
が
楽
し
み
だ
！
！
」

元
太
「
西
田
，
そ
の
前
に
ち
ゃ
ん
と
肩
治
せ
よ
！
！
」

葛
西
「
そ
う
焦
る
な
よ
，
西
田
。
俺
に
は
今
年
し
か
無
い
け
ど
，
お
前
に
は
あ

と
３
年
あ
る
だ
ろ
。
」

西
田
「
は
・
は
い
！
！
」

そ
の
後
，
野
手
の
ベ
ン
チ
入
り
メ
ン
バ
ー
が
発
表
に
な
っ
た
。

そ
の
中
に
は
金
岡
・
佐
藤
慎
也
の
元
太
の
高
校
の
先
輩
の
名
は
あ
っ
た
が
，
１

年
生
の
名
は
無
か
っ
た
。

大
内
「
小
嶋
，
先
輩
の
俺
に
対
し
て
も
遠
慮
ガ
チ
な
リ
ー
ド
は
い
ら
な
い
。
思

い
っ
き
り
か
か
っ
て
来
い
！
！
」

小
嶋
「
は
い
！
！
」

金
岡
「
そ
う
だ
ぞ
！
！
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
先
輩
も
後
輩
も
関
係
な
い
。
実
力
の

世
界
な
ん
だ
。
」

小
嶋
「
絶
対
に
勝
ち
抜
き
ま
す
よ
，
勝
負
の
世
界
を
！
！
」

４
月
上
旬
，
つ
い
に
東
京
都
学
生
野
球
連
盟
二
部
リ
ー
グ
が
開
幕
し
た
。

元
太
「
つ
い
に
大
学
野
球
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
立
っ
た
ぜ
！
！
」

伊
丹
「
こ
こ
か
ら
長
い
戦
い
の
始
ま
り
や
な
ぁ
！
！
絶
対
，
神
宮
に
行
く
で
！

！
」

田
川
「
小
嶋
，
伊
丹
！
！
早
く
集
ま
れ
！
！
」

元
太
・
伊
丹
「
は
・
は
い
！
！
」

黒
田
「
（
あ
の
２
人
な
ら
絶
対
に
神
宮
を
沸
か
せ
よ
う
や
。
そ
ん
な
ら
，
徹
底

的
に
鍛
え
な
あ
か
ん
な
。
）
」

元
太
は
，
最
初
の
４
試
合
は
ず
っ
と
ブ
ル
ペ
ン
で
球
を
受
け
て
い
て
出
場
が
巡

っ
て
来
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
が
５
試
合
目
の
東
都
農
科
大
学
戦
の
８
回
裏
。
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つ
い
に
元
太
に
出
番
が
巡
っ
て
き
た
。

田
川
「
バ
ッ
タ
ー
小
嶋
！
！
」

う
ぐ
い
す
嬢
「
六
番
戸
谷
君
に
代
わ
り
ま
し
て
，
小
嶋
君
！
！
バ
ッ
タ
ー
は
小

嶋
君
。
光
北
学
院
高
校
，
背
番
号
３
１
。
」

成
修
野
球
部
員
「
お
お
お
お
～
！
！
」

金
岡
「
コ
ジ
！
！
力
む
な
よ
！
！
」

戸
谷
「
小
嶋
！
！
俺
の
代
わ
り
に
打
っ
て
く
れ
！
！
」

金
岡
と
戸
谷
が
メ
ガ
ホ
ン
を
持
っ
て
声
援
を
送
っ
て
い
た
。

農
科
大
の
投
手
は
，
来
年
の
ド
ラ
フ
ト
候
補
に
も
挙
が
っ
て
い
る
漆
山
幸
介
で

あ
る
。

漆
山
「
（
甲
子
園
優
勝
に
導
い
た
新
入
生
に
負
け
て
た
ま
る
か
。
俺
に
も
ド
ラ

フ
ト
候
補
と
し
て
の
意
地
が
あ
る
。
）
」

バ
ッ
ト
「
ブ
ー
ン
！
！
」

球
審
「
ス
ト
ラ
イ
ク
！
！
」

田
川
「
小
嶋
！
！
し
っ
か
り
振
ら
ん
か
！
！
」

小
嶋
「
（
い
け
な
い
！
！
力
が
入
り
す
ぎ
て
い
る
。
）
」

そ
し
て
，
５
球
目
。

バ
ッ
ト
「
カ
ー
ン
！
！
」

佐
藤
正
「
あ
り
ゃ
！
！
こ
れ
じ
ゃ
ピ
ッ
チ
ャ
ー
フ
ラ
イ
だ
よ
。
」

グ
ラ
ブ
「
パ
ン
！
！
」

農
科
大
野
球
部
員
「
お
お
お
お
～
！
！
」

漆
山
「
よ
っ
し
ゃ
～
！
！
」

田
川
「
小
嶋
，
だ
か
ら
言
っ
た
ろ
。
あ
の
コ
ー
ス
の
ボ
ー
ル
を
打
っ
た
ら
凡
打

に
な
る
ん
だ
ぞ
。
」

元
太
「
す
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
」

大
学
野
球
の
厳
し
さ
を
痛
感
し
た
元
太
は
，
そ
の
夜
遅
く
ま
で
素
振
り
を
繰
り

返
し
た
。

黒
田
「
新
人
ら
し
か
ら
ぬ
ス
イ
ン
グ
や
。
大
打
者
に
な
る
か
も
し
れ
へ
ん
。
」

金
岡
「
今
日
の
凡
打
が
余
程
悔
し
か
っ
た
そ
う
で
す
ね
。
あ
の
姿
勢
は
他
の
１
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年
生
を
刺
激
さ
せ
ま
す
よ
。
」

黒
田
「
コ
ジ
，
も
う
こ
ん
な
時
間
や
で
。
は
よ
寝
た
ら
ど
う
や
。
」

小
嶋
「
黒
田
さ
ん
，
金
岡
さ
ん
。
す
み
ま
せ
ん
，
も
う
少
し
や
ら
せ
て
下
さ
い
。

」金
岡
「
コ
ジ
，
夜
の
睡
眠
も
立
派
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
だ
。
や
り
過
ぎ
る
と
す
ぐ

潰
れ
る
ぞ
。
」

小
嶋
「
は
・
は
い
。
」

５
月
上
旬
の
祝
日
，
場
所
は
京
拓
大
学
グ
ラ
ウ
ン
ド
。

こ
の
日
の
国
修
館
大
学
戦
に
は
歩
美
と
光
彦
も
野
球
観
戦
に
訪
れ
て
い
た
。

光
彦
「
元
太
君
が
も
う
試
合
に
出
て
い
る
そ
う
で
す
。
秋
に
は
正
捕
手
は
間
違

い
な
し
で
す
ね
。
」

歩
美
「
こ
の
ま
ま
順
調
に
行
け
ば
来
年
に
は
神
宮
デ
ビ
ュ
ー
す
る
わ
ね
。
今
か

ら
楽
し
み
だ
わ
。
」

う
ぐ
い
す
嬢
「
七
番
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
小
嶋
君
，
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
小
嶋
君
。
光
北

学
院
高
校
背
番
号
３
１
。
」

光
彦
「
つ
い
に
ス
タ
メ
ン
マ
ス
ク
で
す
ね
。
昨
日
ま
で
の
Ｄ
Ｈ
よ
り
お
似
合
い

で
す
よ
。
」

歩
美
「
Ｄ
Ｈ
？
そ
う
か
。
都
連
盟
で
は
ピ
ッ
チ
ャ
ー
は
打
た
な
い
の
ね
。
」

う
ぐ
い
す
嬢
「
ピ
ッ
チ
ャ
ー
は
大
内
君
。
成
修
大
学
の
ピ
ッ
チ
ャ
ー
大
内
君
。

信
越
大
附
属
高
校
背
番
号
１
１
。
」

今
日
の
成
修
の
先
発
投
手
は
，
３
年
生
左
腕
大
内
。

サ
ン
グ
ラ
ス
の
男
「
入
学
早
々
元
太
が
ス
タ
メ
ン
マ
ス
ク
か
。
３
年
後
に
は
大

化
け
す
る
ぜ
。
」

歩
美
「
光
彦
君
。
あ
の
男
性
，
新
一
さ
ん
と
声
が
似
て
な
い
？
」

光
彦
「
そ
う
で
す
ね
。
確
か
に
近
い
で
す
ね
。
で
も
，
声
が
似
た
人
は
よ
く
い

ま
す
よ
ね
。
」

サ
ン
グ
ラ
ス
の
男
「
（
成
修
が
）
一
部
に
上
が
っ
た
ら
，
元
太
の
肩
と
毅
の
足

の
競
争
が
見
ら
れ
そ
う
だ
。
」



11

つ
い
に
元
太
が
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
と
し
て
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
立
っ
た
。

歩
美
「
元
太
君
！
！
」

光
彦
「
甲
子
園
優
勝
キ
ャ
プ
テ
ン
と
少
年
探
偵
団
の
リ
ー
ダ
ー
の
意
地
を
見
せ

て
下
さ
い
よ
。
」

元
太
「
（
絶
対
に
一
部
に
上
が
っ
て
や
る
。
歩
美
，
光
彦
，
見
て
ろ
よ
。
）
」

元
太
「
フ
ォ
ー
ク
！
！
」

大
内
「
よ
し
！
！
」

ボ
ー
ル
「
ビ
シ
ッ
！
！
」

球
審
「
ス
ト
ラ
イ
ク
，
バ
ッ
タ
ー
ア
ウ
ト
！
！
」

歩
美
「
わ
～
！
！
１
年
生
な
が
ら
見
事
な
リ
ー
ド
ね
。
」

光
彦
「
こ
れ
な
ら
チ
ー
ム
の
テ
ン
シ
ョ
ン
も
上
が
り
ま
す
よ
。
」

サ
ン
グ
ラ
ス
の
男
「
あ
と
３
年
あ
る
が
，
こ
れ
か
ら
の
成
長
が
楽
し
み
だ
。
き

っ
と
，
全
国
優
勝
す
る
ぜ
。
」

多
く
の
人
か
ら
期
待
を
背
に
受
け
，
元
太
の
大
学
生
生
活
が
ス
タ
ー
ト
を
切
っ

た
。

－
第
二
話
終
了
－



12

梅
雨
を
乗
り
越
え

５
月
下
旬
，
成
修
大
学
硬
式
野
球
部
は
春
季
リ
ー
グ
戦
を
７
勝
５
敗
勝
点
３
で

２
位
と
な
っ
た
。

元
太
「
（
惜
し
い
所
で
落
と
し
た
試
合
が
多
か
っ
た
。
終
盤
の
踏
ん
張
り
が
最

大
の
課
題
だ
ろ
う
な
。
）
」

リ
ー
グ
戦
終
了
後
も
，
授
業
の
空
き
時
間
を
練
っ
て
練
習
に
励
ん
だ
。

銭
場
「
お
っ
！
！
小
嶋
が
走
っ
て
い
る
ぜ
。
俺
も
続
こ
う
。
」

比
嘉
「
太
陽
の
下
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
な
ら
負
け
な
い
ぜ
。
」

同
じ
１
年
生
の
銭
場
と
比
嘉
が
元
太
の
後
に
続
い
た
。

リ
ー
グ
戦
が
終
わ
っ
た
３
日
後
，
４
年
生
２
４
名
の
内
女
子
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を

含
む
１
３
名
が
引
退
し
た
。

な
お
，
主
戦
投
手
葛
西
，
主
将
今
村
，
四
番
打
者
佐
藤
正
憲
は
秋
も
現
役
続
行

予
定
で
あ
る
。

田
川
「
引
退
す
る
４
年
生
諸
君
，
本
当
に
ご
苦
労
様
。
こ
れ
か
ら
厳
し
い
世
界

に
足
を
踏
み
入
れ
る
こ
と
に
な
る
が
，
野
球
部
で
鍛
え
上
げ
ら
れ
た

精
神
は
決
し
て
無
駄
に
は
な
ら
な
い
。
弱
音
を
吐
か
ず
強
気
に
前
に
進
ん
で
く

れ
！
！
」

４
年
生
「
は
い
！
！
」

元
太
「
４
年
生
の
人
達
が
早
く
引
退
す
る
の
で
す
か
？
寂
し
い
で
す
ね
。
」

葛
西
「
小
嶋
，
前
向
き
に
考
え
ろ
よ
。
俺
や
今
村
や
正
憲
は
上
（
プ
ロ
・
社
会

人
）
で
（
野
球
を
）
続
行
予
定
で
単
位
取
得
も
順
調
だ
け
ど
，
引
退

す
る
１
３
名
は
，
今
年
中
の
卒
業
と
就
職
内
定
を
さ
せ
よ
う
と
の
監
督
の
配
慮

な
ん
だ
よ
。
久
保
田
と
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
岩
切
は
６
月
中
の
教
育
実
習

の
予
定
が
入
っ
て
い
る
ん
だ
。
」

元
太
「
先
輩
方
の
苦
労
が
身
に
沁
み
ま
す
。
」

引
退
か
ら
２
週
間
後
の
朝
，
外
は
生
憎
の
雨
。
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元
太
「
ふ
ぁ
～
！
！
今
日
の
天
気
は
ど
う
か
な
？
」

カ
ー
テ
ン
「
ザ
～
！
！
」

元
太
「
あ
り
ゃ
！
！
な
ん
て
こ
と
だ
！
！
外
は
雨
だ
ぞ
！
！
こ
れ
じ
ゃ
グ
ラ
ウ

ン
ド
は
使
え
ね
え
な
！
！
」

黒
田
「
コ
ジ
！
！
驚
か
ん
で
え
え
。
梅
雨
の
こ
ん
な
人
は
日
常
茶
飯
事
や
。
今

日
は
，
終
日
授
業
や
。
」

元
太
「
黒
田
さ
ん
は
勉
強
嫌
い
の
よ
う
で
す
ね
。
」

黒
田
「
わ
か
る
や
ろ
。
俺
は
，
昔
か
ら
勉
強
せ
ん
で
野
球
ば
っ
か
や
っ
て
来
た
。

教
室
は
苦
痛
と
し
か
表
現
で
き
へ
ん
。
対
照
的
に
お
前
は
机
に

向
う
時
間
が
多
い
や
ん
か
。
練
習
虫
に
勉
強
虫
。
俺
は
勝
て
へ
ん
わ
。
」

元
太
「
そ
れ
は
，
将
来
指
導
者
を
目
指
し
て
必
死
だ
か
ら
で
す
よ
。
」

食
堂
で
は
，
雨
の
た
め
か
表
情
が
曇
っ
て
い
た
。

葛
西
「
ふ
～
！
！
こ
ん
な
日
じ
ゃ
野
球
ど
こ
ろ
じ
ゃ
な
い
な
。
」

佐
伯
「
授
業
ば
っ
か
り
の
日
は
嫌
だ
よ
。
」

鈴
木
実
「
雨
じ
ゃ
運
動
量
が
減
り
食
欲
も
落
ち
る
よ
な
。
」

福
井
「
梅
雨
は
大
嫌
い
だ
。
早
く
夏
が
来
な
い
か
な
。
」

今
村
「
今
辛
く
て
も
負
け
る
ん
じ
ゃ
な
い
ぞ
！
！
こ
の
梅
雨
を
乗
り
越
え
な
い

と
未
来
は
切
り
開
け
な
い
ん
だ
！
！
」

野
球
部
員
「
お
～
！
！
」

そ
の
日
の
午
後
，
外
は
相
変
わ
ら
ず
の
雨
。

部
員
達
は
屋
内
練
習
場
と
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
で
汗
を
流
し
て
い
た
。

元
太
「
２
８
０
，
２
８
１
，
２
８
２
。
」

銭
場
「
小
嶋
，
大
丈
夫
か
？
や
り
過
ぎ
る
と
壊
れ
る
ぞ
！
！
」

金
岡
「
小
嶋
の
体
は
そ
う
簡
単
に
は
壊
れ
な
い
ん
だ
。
ア
イ
ツ
に
は
ま
だ
序
の

口
だ
よ
。
」

元
太
「
２
９
３
，
２
９
４
，
２
９
５
。
」

そ
し
て
，
雨
が
上
が
り
空
に
は
虹
が
発
生
し
た
。
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尚
美
「
み
ん
な
，
雨
が
上
が
っ
た
わ
よ
！
！
」

野
球
部
員
「
マ
ジ
で
！
！
や
っ
た
！
！
」

田
川
「
よ
～
し
！
！
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
し
て
さ
っ
そ
く
外
で
の
練
習
を
開
始
し

よ
う
！
！
」

野
球
部
員
「
お
～
！
！
」

元
太
「
や
っ
た
ぜ
！
！
つ
い
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
立
つ
と
き
が
来
た
！
！
」

伊
丹
「
眠
っ
と
っ
た
感
覚
が
戻
っ
た
で
。
」

全
員
で
走
り
込
み
を
終
え
た
後
，
１
人
１
人
ノ
ッ
ク
を
受
け
た
。

ノ
ッ
カ
ー
は
，
コ
ー
チ
の
水
田
弘
で
あ
る
。

バ
ッ
ト
「
カ
ー
ン
！
！
」

水
田
「
こ
ら
！
！
こ
ん
な
球
取
れ
な
い
な
ら
グ
ラ
ウ
ン
ド
か
ら
出
ろ
！
！
」

部
員
「
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
」

ノ
ッ
ク
後
，
元
太
は
ブ
ル
ペ
ン
で
数
人
の
投
手
の
球
を
受
け
た
。

ボ
ー
ル
「
ビ
シ
ッ
！
！
」

伊
丹
「
小
嶋
，
ど
や
？
」

元
太
「
ま
だ
球
が
素
直
過
ぎ
る
な
。
あ
と
２
０
球
だ
。
」

伊
丹
「
お
～
！
！
」

苦
労
の
積
み
重
ね
が
や
が
て
実
を
結
ぶ
。

夏
を
越
え
て
大
き
く
成
長
し
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

－
第
三
話
終
了
－
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試
験
に
向
け
て

６
月
末
日
，
元
太
の
通
う
成
修
大
学
で
は
定
期
試
験
対
策
に
追
わ
れ
て
い
た
。

元
太
も
こ
れ
ま
で
取
っ
た
ノ
ー
ト
と
プ
リ
ン
ト
の
見
直
し
と
コ
ピ
ー
の
連
続
だ

っ
た
。

元
太
「
全
然
わ
か
ん
ね
え
な
。
も
っ
と
真
面
目
に
や
っ
て
た
ら
よ
か
っ
た
の
に
．

．
．
．
。
」

そ
こ
へ
元
太
と
高
校
の
同
級
生
で
も
あ
る
野
村
敏
司
が
現
れ
た
。

野
村
「
小
嶋
！
！
」

元
太
「
ノ
ム
，
授
業
は
順
調
か
？
」

野
村
「
ま
あ
ま
あ
だ
な
。
俺
は
経
済
学
と
世
界
史
が
い
ま
い
ち
わ
か
ん
な
い
。
」

元
太
「
そ
う
だ
よ
な
。
世
界
史
の
教
授
は
口
が
早
す
ぎ
て
理
解
し
に
く
い
よ
な
。

学
生
の
立
場
を
弁
え
て
欲
し
い
よ
。
」

野
村
「
こ
れ
か
ら
大
忙
し
だ
よ
。
セ
メ
ス
タ
ー
制
（
半
期
授
業
完
結
制
）
で
テ

ス
ト
と
レ
ポ
ー
ト
が
大
変
に
な
っ
た
ぜ
。
」

元
太
「
あ
あ
。
野
球
部
の
連
中
も
，
息
を
は
ぁ
～
は
ぁ
～
さ
せ
な
が
ら
“
授
業

に
出
て
れ
ば
”
と
嘆
い
て
る
ん
だ
。
お
前
の
よ
う
な
勉
強
家
が

羨
ま
し
い
よ
。
」

野
村
「
は
・
は
・
は
！
！
俺
に
は
小
嶋
と
違
っ
て
大
き
な
こ
と
を
成
し
遂
げ
た

こ
と
が
な
い
ん
だ
よ
。
４
年
間
で
高
度
資
格
を
取
る
ぞ
！
！
」

元
太
「
お
お
～
，
ノ
ム
！
！
や
る
気
満
々
だ
な
！
！
俺
も
一
部
昇
格
．
．
．
．
，

い
や
大
学
日
本
一
を
目
指
す
ぞ
！
！
」

野
村
「
絶
対
に
成
し
遂
げ
ろ
よ
！
！
そ
の
と
き
は
応
援
に
行
く
か
ら
な
！
！
」

元
太
「
と
ろ
こ
で
世
界
史
と
経
営
学
の
コ
ピ
ー
は
ど
う
し
た
ん
だ
？
」

野
村
「
あ
あ
，
持
っ
て
き
た
ぞ
！
！
こ
の
コ
ピ
ー
は
貰
え
て
当
然
だ
と
思
っ
て

は
い
け
な
い
ぞ
。
俺
に
感
謝
し
ろ
よ
。
」

元
太
「
勿
論
だ
。
あ
り
が
と
う
な
。
」

野
村
「
そ
れ
じ
ゃ
，
今
か
ら
昼
飯
食
い
に
行
こ
う
ぜ
。
」

元
太
の
お
腹
「
ぐ
～
！
！
」
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元
太
「
調
度
い
い
な
。
俺
，
朝
か
ら
ち
ょ
っ
と
し
た
食
っ
て
ね
え
な
。
」

野
村
「
ち
ょ
っ
と
し
か
っ
て
．
．
．
．
，
俺
の
基
準
じ
ゃ
多
過
ぎ
だ
ぜ
。
」

元
太
「
そ
れ
は
お
前
が
小
食
症
だ
か
ら
だ
ろ
？
」

伊
丹
「
ま
あ
ま
あ
，
カ
リ
カ
リ
せ
ん
で
え
え
や
ん
か
。
俺
も
昼
飯
に
付
き
合
う

て
え
え
か
？
」

元
太
「
伊
丹
，
い
つ
の
間
に
か
！
！
」

伊
丹
「
さ
っ
き
，
環
境
学
の
サ
ブ
テ
キ
ス
ト
と
地
理
の
レ
ポ
ー
ト
用
の
本
を
買

う
た
ば
か
り
な
ん
や
。
こ
れ
な
ら
，
題
材
に
困
ら
へ
ん
わ
。
」

野
村
「
ま
あ
テ
キ
ス
ト
無
し
じ
ゃ
レ
ポ
ー
ト
は
書
け
な
い
よ
な
。
で
も
，
丸
写

し
じ
ゃ
無
意
味
だ
ぜ
。
」

元
太
「
想
像
力
と
文
章
表
現
力
を
発
揮
す
る
か
が
テ
ー
マ
だ
よ
な
。
」

伊
丹
「
小
嶋
の
文
章
は
ど
や
っ
た
か
？
名
人
ま
で
は
行
か
へ
ん
わ
。
」

元
太
「
伊
丹
，
余
計
な
一
言
だ
ぞ
。
」

野
村
「
さ
っ
，
さ
っ
！
！
も
た
も
た
し
て
な
い
で
早
く
学
食
へ
行
こ
う
ぜ
。
」

元
太
「
そ
う
だ
，
そ
う
だ
。
何
も
食
わ
な
い
と
戦
は
で
き
な
い
よ
な
。
」

伊
丹
「
食
い
物
と
聞
く
と
，
小
嶋
の
足
が
め
っ
ち
ゃ
速
い
な
。
」

元
太
「
こ
ら
！
！
い
か
に
も
俺
が
食
い
意
地
張
っ
て
い
る
よ
う
な
表
現
だ
ぞ
！

！
」

野
村
・
伊
丹
「
は
・
は
・
は
・
は
（
笑
）
！
！
」

同
じ
頃
，
光
彦
と
歩
美
も
試
験
準
備
に
追
わ
れ
て
い
た
。

光
彦
「
ふ
～
！
！
」

歩
美
「
光
彦
君
，
お
疲
れ
ね
！
！
」

光
彦
「
勿
論
で
す
よ
。
連
日
，
実
験
と
レ
ポ
ー
ト
に
追
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。

し
か
も
，
点
が
悪
い
と
ペ
ナ
ル
テ
ィ
が
あ
り
ま
す
。
」

歩
美
「
理
科
大
の
勉
強
は
本
当
に
大
変
ね
。
私
も
授
業
に
付
い
て
行
く
の
が
や

っ
と
だ
わ
。
で
も
，
光
彦
君
な
ら
乗
り
越
え
ら
れ
る
わ
よ
。
」

光
彦
「
僕
だ
け
で
な
く
誰
も
大
変
で
す
ね
。
歩
美
さ
ん
，
絶
対
乗
り
越
え
ま
す

よ
。
僕
が
科
学
を
変
え
る
の
で
す
。
」

歩
美
「
夢
が
大
き
い
わ
ね
。
」
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光
彦
「
で
も
，
元
太
君
に
は
及
び
ま
せ
ん
け
ど
．
．
．
．
。
」

歩
美
「
あ
っ
！
！
と
こ
ろ
で
元
太
君
は
ど
う
し
て
い
る
の
か
し
ら
？
」

光
彦
「
今
頃
，
テ
ス
ト
対
策
に
追
わ
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
ね
。
体
育
会
の
人
で

あ
っ
て
も
，
テ
ス
ト
は
免
除
さ
れ
ま
せ
ん
か
ら
ね
。
」

歩
美
「
４
年
で
卒
業
し
て
一
緒
に
社
会
人
に
な
り
た
い
わ
。
」

光
彦
「
え
え
。
僕
も
同
感
で
す
。
早
く
社
会
に
役
立
つ
仕
事
を
し
た
い
で
す
よ
。

」歩
美
「
気
合
い
を
入
れ
て
，
テ
ス
ト
と
梅
雨
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。
」

光
彦
「
は
い
！
！
」

元
太
，
光
彦
，
歩
美
。

み
な
進
む
道
が
違
っ
て
も
乗
り
越
え
る
ハ
ー
ド
ル
は
同
じ
で
あ
る
。

３
人
に
明
る
い
未
来
が
来
る
こ
と
を
祈
ろ
う
。

－
第
四
話
終
了
－
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決
勝
戦

高
校
野
球
選
手
権
埼
玉
大
会
決
勝
戦
は
，
３
季
出
場
を
狙
う
光
北
学
院
と
強
打

が
売
り
の
西
浦
学
院
の
試
合
と
な
っ
た
。

前
期
試
験
が
終
わ
り
，
夏
休
み
と
な
っ
た
元
太
も
応
援
に
駆
け
つ
け
た
。

光
北
の
先
発
は
，
４
回
戦
で
無
安
打
無
得
点
を
達
成
し
た
左
腕
藤
原
。

果
た
し
て
，
強
力
西
浦
打
線
を
ど
こ
ま
で
抑
え
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
？

フ
ァ
ウ
ル
で
２
球
粘
っ
た
後
の
５
球
目
。

武
笠
の
バ
ッ
ト
は
空
を
切
っ
た
。

榎
本
「
ス
ト
ラ
イ
ク
，
バ
ッ
タ
ー
ア
ウ
ト
！
！
」

光
北
応
援
団
「
お
～
！
！
」

美
月
「
よ
～
し
！
！
こ
の
調
子
で
行
け
！
！
」

続
く
二
番
的
野
は
見
逃
し
三
振
，
三
番
佐
藤
は
二
塁
富
岡
正
面
へ
の
ラ
イ
ナ
ー

に
倒
れ
三
者
凡
退
に
終
わ
っ
た
。

光
北
応
援
団
「
お
お
お
～
！
！
」

元
太
「
や
る
じ
ゃ
ね
え
か
，
藤
原
。
か
つ
て
の
四
球
男
が
ド
ク
タ
ー
Ｋ
に
変
身

だ
ぜ
！
！
」

美
月
「
え
え
。
選
抜
か
ら
帰
っ
て
か
ら
，
ノ
ー
ス
ロ
ー
訓
練
し
て
矯
正
し
た
ん

で
す
。
１
年
の
時
の
藤
原
と
は
違
い
ま
す
よ
。
」

栗
原
「
最
初
の
頃
の
藤
原
先
輩
と
は
大
違
い
で
す
ね
。
見
て
る
だ
け
で
捕
る
の

が
恐
か
っ
た
で
す
け
ど
，
今
は
ミ
ッ
ト
を
構
え
た
ら
よ
く
決
ま
り
ま

す
よ
。
」

元
太
「
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
で
は
俺
に
劣
っ
て
も
，
カ
ツ
の
リ
ー
ド
は
俺
と
互
角
だ

よ
な
。
」

う
ぐ
い
す
嬢
「
代
わ
り
ま
し
て
１
回
の
裏
守
備
に
就
き
ま
す
西
浦
学
院
高
校
の
，

ピ
ッ
チ
ャ
ー
は
鈴
木
敏
文
君
。
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
庵
野
君
。
フ
ァ
ー
ス
ト

三
浦
君
。
セ
カ
ン
ド
的
野
君
。
サ
ー
ド
唐
沢
君
。
シ
ョ
ー
ト
城
野
君
。
レ
フ
ト
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佐
藤
君
。
セ
ン
タ
ー
矢
吹
君
。
ラ
イ
ト
武
笠
君
。
」

美
月
「
ト
ミ
～
！
！
あ
ん
た
か
ら
チ
ャ
ン
ス
を
作
っ
て
よ
！
！
」

ボ
ー
ル
「
し
ゅ
～
！
！
」

ミ
ッ
ト
「
ビ
シ
ッ
！
！
」

栗
原
「
球
速
い
な
ぁ
～
！
！
」

美
月
「
ク
リ
，
感
心
し
て
な
い
で
よ
！
！
」

栗
原
「
す
み
ま
せ
ん
！
！
」

打
席
に
は
，
一
番
主
将
の
富
岡
が
向
う
。

う
ぐ
い
す
嬢
「
１
回
の
裏
光
北
学
院
高
校
の
攻
撃
は
，
一
番
セ
カ
ン
ド
富
岡
君
，

セ
カ
ン
ド
富
岡
君
。
川
月
別
所
中
学
，
背
番
号
４
。
」

元
太
「
ト
ミ
，
お
前
が
出
ろ
～
！
！
」

栗
原
「
キ
ャ
プ
テ
ン
，
ま
た
バ
ン
ト
ヒ
ッ
ト
決
め
て
く
だ
さ
い
～
！
！
」

富
岡
「
．
．
．
（
俺
が
出
な
き
ゃ
先
は
無
い
。
）
」

鈴
木
敏
は
，
庵
野
の
サ
イ
ン
に
頷
き
第
１
球
を
投
げ
た
。

美
月
「
ト
ミ
！
！
い
き
な
り
バ
ン
ト
だ
わ
！
！
」

バ
ッ
ト
「
コ
ー
ン
！
！
」

矢
吹
「
フ
ァ
ー
ル
！
！
」

２
球
目
と
３
球
目
は
見
逃
し
ボ
ー
ル
。

そ
し
て
４
球
目
。

バ
ッ
ト
「
コ
ー
ン
！
！
」

光
北
応
援
団
「
お
お
お
～
！
！
」

元
太
「
こ
れ
は
決
ま
っ
た
ぞ
！
！
」

池
田
「
野
手
は
ど
こ
に
も
投
げ
ら
れ
そ
う
も
な
い
な
。
」

御
影
「
フ
ェ
ア
！
！
」

美
月
「
ト
ミ
，
よ
く
決
め
た
わ
ね
！
！
シ
ノ
，
あ
ん
た
が
繋
ぐ
の
よ
！
！
」

こ
の
後
，
二
番
篠
原
が
初
球
を
上
手
く
転
が
し
た
。

池
田
「
よ
し
！
！
こ
れ
で
，
得
点
圏
に
ラ
ン
ナ
ー
が
出
た
ぞ
！
！
も
し
か
し
て

ト
ミ
は
盗
塁
す
る
か
も
し
れ
な
い
な
。
」

庵
野
「
ト
シ
！
！
二
塁
上
の
富
岡
に
は
要
注
意
だ
ぞ
！
！
」

鈴
木
敏
「
わ
か
っ
て
る
よ
。
」
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う
ぐ
い
す
嬢
「
三
番
セ
ン
タ
ー
叶
君
，
セ
ン
タ
ー
叶
君
。
朝
馬
第
三
中
学
，
背

番
号
８
。
」

栗
原
「
叶
！
！
こ
こ
一
番
だ
！
！
絶
対
に
打
て
！
！
」

三
番
叶
へ
の
３
球
目
。

庵
野
の
予
言
が
的
中
し
た
の
か
，
富
岡
は
三
塁
へ
と
走
っ
た
。

元
太
「
ま
・
マ
ジ
か
よ
！
！
」

久
保
「
（
サ
イ
ン
し
て
い
な
い
の
に
無
理
し
て
走
っ
た
な
。
）
」

矢
吹
「
セ
ー
フ
！
！
」

光
北
応
援
団
「
お
お
お
お
～
！
！
」

池
田
「
判
断
い
い
な
，
ト
ミ
！
！
こ
れ
な
ら
ホ
ー
ム
へ
も
悠
々
生
還
だ
ぜ
！
！
」

２
－
２
と
な
っ
た
５
球
目
，
鈴
木
敏
は
庵
野
の
サ
イ
ン
に
首
を
振
っ
た
。

叶
「
よ
～
し
，
狙
い
球
だ
！
！
」

バ
ッ
ト
「
カ
キ
ー
ン
！
！
」

観
衆
「
お
お
お
～
！
！
」

打
球
は
，
右
翼
手
武
笠
が
飛
び
つ
い
て
捕
っ
た
。

美
月
「
さ
あ
，
ト
ミ
の
足
と
武
笠
君
の
肩
と
ど
っ
ち
が
勝
つ
か
し
ら
。
」

武
笠
が
捕
る
と
同
時
に
富
岡
は
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

栗
原
「
セ
ー
フ
に
な
れ
！
！
」

本
塁
上
は
ク
ロ
ス
プ
レ
ー
に
な
っ
た
。

榎
本
「
セ
ー
フ
！
！
」

光
北
応
援
団
「
お
お
お
～
！
！
」

美
月
「
凄
い
わ
，
ト
ミ
！
！
さ
す
が
足
で
か
き
回
す
男
ね
。
」

元
太
「
俺
の
足
だ
っ
た
ら
入
れ
な
か
っ
た
だ
ろ
う
な
。
」

池
田
「
ま
あ
。
コ
ジ
と
ト
ミ
の
足
は
比
べ
物
に
な
ら
な
い
だ
ろ
う
な
。
」

元
太
「
こ
ら
！
！
余
計
な
一
言
言
う
な
。
」

ベ
ン
チ
で
は
。

彩
香
「
幸
先
好
調
だ
わ
。
で
も
，
今
年
の
西
浦
は
終
盤
に
手
ご
わ
い
の
よ
ね
。
」

久
保
「
．
．
．
．
．
．
（
さ
す
が
冷
静
沈
着
な
諏
訪
ら
し
い
な
。
遠
藤
な
ら
，

す
ぐ
喜
び
を
出
す
ん
だ
け
ど
。
）
」
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こ
の
後
，
天
野
は
空
振
り
の
三
振
に
倒
れ
１
点
止
ま
り
だ
っ
た
。

元
太
「
天
野
，
残
念
だ
っ
た
な
ぁ
。
次
は
打
て
よ
。
」

２
～
５
回
ま
で
両
チ
ー
ム
無
得
点
で
進
行
し
た
。

６
回
裏
，
光
北
は
失
策
，
暴
投
を
絡
め
，
２
年
生
鈴
木
亮
哉
が
犠
打
を
決
め
て

２
点
差
と
し
た
。

光
北
応
援
団
「
お
お
お
お
～
！
！
」

栗
原
「
亮
哉
！
！
さ
す
が
小
技
の
名
手
だ
！
！
」

元
太
「
亮
哉
が
野
球
で
食
っ
て
行
く
に
は
，
バ
ン
ト
が
一
番
だ
ろ
う
な
。
」

榎
本
「
ス
ト
ラ
イ
ク
，
バ
ッ
タ
ー
ア
ウ
ト
！
！
」

池
田
「
こ
れ
な
ら
藤
原
の
完
封
も
間
違
い
無
し
だ
。
」

元
太
「
み
ん
な
で
優
勝
旗
を
返
し
に
行
く
ぞ
！
！
」

美
月
「
で
も
，
西
浦
打
線
は
終
盤
手
ご
わ
い
わ
よ
。
」

栗
原
「
終
盤
を
乗
り
切
れ
る
か
が
鍵
で
す
よ
。
」

と
こ
ろ
が
８
回
表
，
試
合
は
思
わ
ぬ
展
開
を
見
せ
た
。

藤
原
が
一
番
武
笠
に
投
じ
た
８
球
目
。

球
審
榎
本
は
，
一
塁
塁
審
御
影
に
チ
ェ
ッ
ク
を
要
求
し
た
。

元
太
「
振
っ
て
る
だ
ろ
う
な
？
」

御
影
「
．
．
．
（
セ
ー
フ
の
ポ
ー
ズ
）
」

西
浦
応
援
団
「
お
お
お
～
！
！
」

美
月
「
大
丈
夫
か
し
ら
？
」

池
田
「
つ
い
に
疲
れ
が
見
え
て
き
た
よ
な
。
」

元
太
「
あ
あ
！
！
」

久
保
「
藤
原
，
無
理
す
る
な
よ
！
！
」

勝
村
「
．
．
．
．
．
（
藤
原
，
打
た
せ
て
打
ち
取
る
ん
だ
ぞ
！
！
リ
ズ
ム
を
保

て
よ
！
！
）
」

と
こ
ろ
が
，
勝
村
の
願
い
虚
し
く
二
番
的
野
の
四
球
を
出
し
，
三
番
佐
藤
に
左

翼
前
安
打
を
打
た
れ
，
つ
い
に
２
－
１
と
な
っ
た
。
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池
田
「
大
丈
夫
か
よ
，
藤
原
！
！
」

美
月
「
ノ
ー
ア
ウ
ト
一
塁
三
塁
。
犠
牲
フ
ラ
イ
で
同
点
，
長
打
で
逆
転
だ
わ
。
」

久
保
「
こ
の
ま
ま
じ
ゃ
藤
原
で
逆
転
さ
れ
る
な
。
よ
し
，
交
代
だ
！
！
」

そ
こ
で
，
つ
い
に
久
保
は
投
手
交
代
を
告
げ
た
。

久
保
「
ピ
ッ
チ
ャ
ー
森
川
！
！
」

う
ぐ
い
す
嬢
「
光
北
学
院
高
校
，
選
手
の
交
代
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
ピ

ッ
チ
ャ
ー
藤
原
君
に
代
わ
り
ま
し
て
森
川
君
。
九
番
ピ
ッ
チ
ャ
ー

森
川
君
。
揚
野
大
築
中
学
，
背
番
号
１
１
。
」

元
太
「
３
人
抑
え
ろ
！
！
抑
え
れ
ば
こ
っ
ち
も
物
だ
！
！
」

勝
村
「
森
川
！
！
い
つ
も
の
落
ち
着
き
で
行
け
よ
！
！
」

森
川
「
あ
あ
。
」

元
太
「
あ
れ
か
ら
成
長
し
た
じ
ゃ
な
い
か
。
来
年
う
ち
（
成
修
大
学
）
に
く
る

か
も
知
れ
な
い
ぞ
。
ツ
キ
や
藤
原
よ
り
大
学
向
き
だ
ぜ
。
」

美
月
「
え
え
。
素
直
で
目
上
の
人
に
謙
虚
で
す
か
ら
ね
。
」

池
田
「
い
や
。
俺
と
一
緒
だ
ろ
う
な
。
」

う
ぐ
い
す
嬢
「
バ
ッ
タ
ー
は
，
四
番
サ
ー
ド
唐
沢
君
。
」

西
浦
応
援
団
「
お
お
お
お
～
！
！
」

彩
香
「
．
．
．
．
．
．
（
唐
沢
君
と
森
川
君
と
タ
イ
ミ
ン
グ
が
合
う
か
し
ら
？
）

」森
川
は
，
勝
村
の
サ
イ
ン
に
頷
き
第
１
球
を
投
じ
た
。

榎
本
「
ス
ト
ラ
イ
ク
！
！
」

光
北
応
援
団
「
お
お
お
～
！
！
」

美
月
「
ナ
イ
ス
，
森
川
！
！
」

元
太
「
こ
れ
な
ら
３
人
抑
え
そ
う
だ
ぜ
。
」

そ
し
て
２
－
２
と
し
た
６
球
目
。

榎
本
「
ス
ト
ラ
イ
ク
，
バ
ッ
タ
ー
ア
ウ
ト
！
！
」

光
北
応
援
団
「
お
お
お
お
～
！
！
」

美
月
「
こ
の
調
子
な
ら
大
丈
夫
だ
わ
。
」

続
く
五
番
三
浦
は
捕
手
勝
村
へ
の
飛
球
に
倒
れ
た
。
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美
月
「
ナ
イ
ス
キ
ャ
ッ
チ
，
カ
ツ
！
！
」

元
太
「
あ
と
１
人
抑
え
れ
ば
ピ
ン
チ
脱
出
だ
！
！
」

う
ぐ
い
す
嬢
「
六
番
セ
ン
タ
ー
矢
吹
君
。
」

西
浦
応
援
団
「
お
お
お
～
！
！
」

続
く
打
者
は
，
六
番
主
将
で
巧
打
者
の
矢
吹
で
あ
る
。

栗
原
「
矢
吹
さ
ん
は
こ
の
大
会
で
ラ
ッ
キ
ー
ボ
ー
イ
だ
っ
た
。
こ
こ
で
抑
え
る

と
大
き
い
ぞ
。
」

気
合
い
の
入
っ
た
森
川
は
，
初
球
に
得
意
の
変
化
球
を
投
じ
た
。

榎
本
「
ス
ト
ラ
イ
ク
！
！
」

光
北
応
援
団
「
お
お
お
～
！
！
」

矢
吹
「
．
．
．
．
．
（
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
い
い
じ
ゃ
な
い
か
！
！
）
」

２
球
目
・
３
球
目
は
見
逃
し
て
ボ
ー
ル
。

４
球
目
・
５
球
目
は
粘
っ
て
フ
ァ
ー
ル
。

６
球
目
は
低
め
に
外
れ
ボ
ー
ル
。

西
浦
応
援
団
「
お
お
お
お
お
～
！
！
」

元
太
「
次
が
勝
負
球
だ
。
ど
こ
に
投
げ
る
ん
だ
？
」

池
田
「
ど
真
ん
中
は
禁
物
だ
ぜ
。
」

そ
し
て
７
球
目
，
こ
れ
が
森
川
に
と
っ
て
痛
恨
の
１
球
と
な
っ
た
。

久
保
「
．
．
．
．
．
．
（
い
か
ん
。
ど
真
ん
中
だ
。
）
」

矢
吹
「
．
．
．
．
（
し
め
た
ぞ
！
！
）
」

バ
ッ
ト
「
カ
キ
ー
ン
！
！
」

美
月
「
し
ま
っ
た
！
！
」

元
太
「
ホ
ー
ム
ラ
ン
か
？
」

西
浦
応
援
団
「
お
お
お
お
～
！
！
」

打
球
は
，
右
中
間
客
席
ま
で
あ
と
１
０
ｃ
ｍ
の
と
こ
ろ
ま
で
飛
ん
だ
。

二
塁
走
者
的
野
が
生
還
し
ま
ず
は
同
点
。

一
塁
走
者
佐
藤
も
三
塁
を
蹴
っ
た
。

元
太
「
こ
れ
は
ク
ロ
ス
プ
レ
ー
に
な
る
ぞ
！
！
カ
ツ
，
し
っ
か
り
守
れ
よ
！
！
」

右
翼
手
篠
原
の
返
球
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
ア
ウ
ト
で
あ
る
。

し
か
し
，
勝
村
が
ま
さ
か
の
落
球
を
し
た
。
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榎
本
「
セ
ー
フ
！
！
」

西
浦
応
援
団
「
お
お
お
お
お
～
！
！
」

矢
吹
「
や
っ
た
ぜ
～
！
！
」

打
者
走
者
矢
吹
は
，
三
塁
上
で
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
を
し
た
。

田
上
「
よ
く
打
っ
た
な
，
矢
吹
。
俺
も
目
が
覚
め
た
ぜ
！
！
」

三
塁
ベ
ー
ス
コ
ー
チ
の
田
上
も
喜
び
の
表
情
を
浮
か
べ
て
い
た
。

元
太
「
あ
ち
ゃ
～
！
！
つ
い
に
逆
転
さ
れ
た
ぜ
！
！
」

池
田
「
こ
れ
が
西
浦
打
線
の
恐
い
と
こ
ろ
だ
よ
。
」

こ
の
後
，
七
番
城
野
は
二
ゴ
ロ
に
倒
れ
た
。

元
太
「
び
っ
く
り
し
た
ぜ
。
俊
足
で
好
守
。
さ
す
が
城
野
先
輩
の
弟
だ
。
」

栗
原
「
さ
す
が
兄
弟
揃
っ
て
揚
野
高
校
で
甲
子
園
に
出
場
し
た
親
父
さ
ん
の
Ｄ

Ｎ
Ａ
を
受
け
継
い
で
ま
す
ね
。
」

３
－
２
で
西
浦
リ
ー
ド
の
ま
ま
９
回
裏
光
北
の
攻
撃
に
突
入
し
た
。

美
月
「
つ
い
に
最
後
の
攻
撃
だ
わ
。
こ
の
ま
ま
負
け
ち
ゃ
う
の
か
し
ら
？
」

栗
原
「
わ
か
り
ま
せ
ん
よ
。
下
位
バ
ッ
タ
ー
も
し
ぶ
と
さ
が
あ
り
ま
す
か
ら
。
」

う
ぐ
い
す
嬢
「
９
回
の
裏
光
北
学
院
高
校
の
攻
撃
は
，
七
番
鎌
田
君
に
代
わ
り

ま
し
て
矢
川
君
。
バ
ッ
タ
ー
は
矢
川
君
。
光
北
学
院
中
学
，
背
番
号
１
９
。
」

元
太
「
お
お
お
！
！
１
年
生
が
初
登
場
だ
！
！
」

美
月
「
彼
は
，
中
学
の
野
球
部
時
代
か
ら
の
逸
材
で
す
よ
。
」

バ
ッ
ト
「
カ
キ
ー
ン
！
！
」

し
か
し
，
初
球
を
引
っ
掛
け
て
投
手
ゴ
ロ
に
倒
れ
た
。

西
浦
応
援
団
「
お
お
お
お
～
！
！
」

美
月
「
残
念
だ
わ
。
」

続
く
鈴
木
良
哉
は
空
振
り
の
三
振
に
倒
れ
た
。

久
保
は
森
川
の
所
で
代
打
を
送
っ
た
。

久
保
「
バ
ッ
タ
ー
澄
川
。
」

う
ぐ
い
す
嬢
「
九
番
森
川
君
に
代
わ
り
ま
し
て
，
澄
川
君
。
バ
ッ
タ
ー
は
澄
川

君
。
岩
口
中
学
，
背
番
号
１
６
。
」

美
月
「
ス
ミ
！
！
最
後
に
意
地
よ
！
！
」
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池
田
「
．
．
．
．
（
も
う
遠
藤
が
半
泣
き
に
な
っ
て
る
ぞ
。
）
」

庵
野
「
ト
シ
，
あ
と
１
人
だ
。
で
も
，
控
え
だ
か
ら
っ
て
油
断
す
る
な
よ
。
」

鈴
木
敏
「
あ
あ
！
！
」

鈴
木
敏
は
，
初
球
を
投
じ
た
。

榎
本
「
ス
ト
ラ
イ
ク
！
！
」

西
浦
応
援
団
「
お
お
お
～
！
！
」

美
月
「
も
う
ダ
メ
か
し
ら
！
！
」

２
球
目
・
３
球
目
は
見
逃
し
ボ
ー
ル
。

４
球
目
は
空
振
り
で
ス
ト
ラ
イ
ク
。

そ
し
て
５
球
目
。

バ
ッ
ト
「
カ
キ
ー
ン
！
！
」

光
北
応
援
団
「
お
お
お
お
～
！
！
」

美
月
「
や
っ
た
～
！
！
こ
の
後
の
一
・
二
番
で
繋
い
で
逆
転
よ
！
！
」

う
ぐ
い
す
嬢
「
一
番
セ
カ
ン
ド
富
岡
君
。
」

元
太
「
ト
ミ
！
！
全
力
疾
走
だ
！
！
」

鈴
木
敏
は
，
第
１
球
を
投
じ
た
。

榎
本
「
ボ
ー
ル
！
！
」

光
北
応
援
団
「
お
お
お
～
！
！
」

池
田
「
ピ
ッ
チ
ャ
ー
に
疲
れ
が
見
え
て
来
た
ぞ
！
！
こ
こ
が
狙
い
目
だ
。
」

２
球
目
も
外
れ
て
ボ
ー
ル
。

そ
し
て
３
球
目
。

バ
ッ
ト
「
カ
キ
ー
ン
！
！
」

光
北
応
援
団
「
お
お
～
！
！
」

美
月
「
ラ
イ
ト
前
よ
！
！
わ
～
！
！
三
塁
へ
行
っ
た
わ
！
！
」

澄
川
は
，
三
塁
へ
と
滑
り
込
ん
だ
。

光
北
応
援
団
「
お
お
お
お
～
！
！
」

小
林
「
タ
イ
ム
！
！
」

西
浦
監
督
小
林
は
，
こ
こ
で
タ
イ
ム
を
要
求
し
た
。

池
田
「
こ
れ
で
今
日
３
回
目
の
タ
イ
ム
だ
。
」
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元
太
「
長
い
な
。
余
程
慎
重
み
た
い
だ
ぜ
。
」

そ
し
て
試
合
再
開
。

打
席
に
は
，
篠
原
が
向
う
。

う
ぐ
い
す
嬢
「
二
番
ラ
イ
ト
篠
原
君
。
」

光
北
応
援
団
「
お
お
お
お
～
！
！
」

美
月
「
シ
ノ
！
！
こ
こ
で
打
っ
て
よ
！
！
」

庵
野
「
ト
シ
，
わ
か
っ
て
る
な
。
」

鈴
木
敏
「
あ
あ
。
」

鈴
木
敏
は
，
庵
野
の
サ
イ
ン
に
頷
き
１
球
目
を
投
じ
た
。

榎
本
「
ス
ト
ラ
イ
ク
！
！
」

西
浦
応
援
団
「
お
お
お
～
！
！
」

池
田
「
さ
っ
き
の
タ
イ
ム
が
効
い
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
よ
く
な
っ
た
。
」

２
球
目
は
低
め
に
外
れ
ボ
ー
ル
。

３
球
目
，
篠
原
が
空
振
り
し
た
後
富
岡
が
二
塁
へ
走
っ
た
。

天
倉
「
セ
ー
フ
！
！
」

光
北
応
援
団
「
お
お
お
お
～
！
！
」

美
月
「
こ
れ
で
一
打
逆
転
サ
ヨ
ナ
ラ
の
チ
ャ
ン
ス
だ
わ
。
」

元
太
「
二
者
生
還
で
連
続
出
場
を
決
め
る
ぞ
！
！
」

４
球
目
は
外
に
外
れ
ボ
ー
ル
。

５
球
目
は
，
三
塁
側
の
投
球
練
習
場
に
入
り
フ
ァ
ー
ル
。

６
球
目
は
，
バ
ッ
ト
が
止
ま
り
ボ
ー
ル
。

そ
し
て
７
球
目
。

バ
ッ
ト
「
カ
キ
ー
ン
！
！
」

打
球
は
，
二
塁
方
向
に
転
が
っ
た
。

元
太
「
抜
け
ろ
，
抜
け
ろ
！
！
」

池
田
「
抜
け
れ
ば
逆
転
サ
ヨ
ナ
ラ
だ
！
！
」

二
塁
手
的
野
が
追
い
つ
き
一
塁
へ
送
球
。

篠
原
は
，
頭
か
ら
滑
り
込
ん
だ
。

元
太
「
判
定
は
ど
う
だ
？
」
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美
月
「
お
願
い
，
セ
ー
フ
に
な
っ
て
．
．
．
．
．
。
」

久
保
「
．
．
．
．
．
．
．
。
」

小
林
「
．
．
．
．
．
．
．
。
」

彩
香
「
．
．
．
．
．
．
．
。
」

光
北
応
援
団
「
．
．
．
．
．
．
．
。
」

西
浦
応
援
団
「
．
．
．
．
．
．
。
」

御
影
「
ア
ウ
ト
！
！
」

西
浦
応
援
団
「
お
お
お
お
～
！
！
」

美
月
「
残
念
だ
わ
！
！
」

元
太
「
惜
し
か
っ
た
な
，
シ
ノ
！
！
」

池
田
「
で
も
，
３
年
間
全
力
で
や
っ
て
く
れ
た
よ
。
ナ
イ
ン
に
拍
手
を
贈
ろ
う
。

」元
太
「
そ
れ
に
，
強
打
の
西
浦
打
線
を
３
点
に
抑
え
た
投
手
陣
は
見
事
だ
っ
た

よ
。
」

選
手
達
「
お
～
！
！
」

サ
イ
レ
ン
「
あ
あ
あ
あ
あ
～
，
あ
あ
あ
！
！
」

う
ぐ
い
す
「
ご
覧
頂
き
ま
し
た
本
日
の
決
勝
戦
，
光
北
学
院
高
校
対
西
浦
学
院

高
校
の
試
合
は
，
３
対
２
，
３
対
２
を
持
ち
ま
し
て
西
浦
学
院
高
校
が
勝
ち

優
勝
い
た
し
ま
し
た
。
只
今
か
ら
西
浦
学
院
高
校
の
栄
誉
を
称
え
，
同
校
の
校

歌
を
演
奏
し
て
校
旗
の
掲
揚
を
行
い
ま
す
。
」

球
場
中
に
西
浦
の
校
歌
が
木
霊
す
中
，
光
北
学
院
ナ
イ
ン
か
ら
は
涙
が
止
ま
ら

な
か
っ
た
。

そ
し
て
２
人
の
女
子
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
も
，
人
目
を
は
ば
か
ら
ず
涙
を
流
し
た
。

元
太
と
池
田
は
，
駅
へ
歩
き
な
が
ら
会
話
を
し
て
い
た
。

元
太
「
残
念
な
が
ら
連
続
出
場
は
な
ら
な
か
っ
た
け
ど
，
来
年
に
繋
が
る
い
い

試
合
だ
っ
た
よ
な
。
」

池
田
「
あ
あ
。
１
年
生
の
矢
川
は
間
違
い
な
く
大
物
に
な
る
ぜ
。
」

元
太
「
俺
に
と
っ
て
束
の
間
の
休
み
だ
っ
た
け
ど
，
い
い
思
い
出
に
な
っ
た
ぜ
。
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」池
田
「
こ
れ
か
ら
夏
の
強
化
練
習
な
ん
だ
ろ
？
俺
達
も
東
海
地
方
で
の
遠
征
試

合
が
あ
る
ん
だ
よ
。
」

元
太
「
全
国
の
大
学
を
見
る
チ
ャ
ン
ス
だ
ろ
う
な
。
こ
れ
か
ら
も
研
究
を
怠
る

な
よ
。
」

池
田
「
勿
論
だ
。
神
宮
の
試
合
で
ベ
ン
チ
入
り
す
る
ぞ
！
！
」

新
た
な
決
意
を
胸
に
そ
れ
ぞ
れ
の
道
へ
と
進
ん
だ
。

－
第
六
話
終
了
－
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い
よ
い
よ
夏
休
み

７
月
下
旬
，
成
修
大
学
で
は
前
期
試
験
が
行
わ
れ
て
い
た
。

元
太
達
１
年
生
に
と
っ
て
は
，
最
初
の
成
績
が
決
ま
る
試
験
と
あ
っ
て
緊
張
の

連
続
だ
っ
た
。

元
太
「
ふ
～
！
！
次
は
経
営
学
か
？
簿
記
が
不
本
意
だ
っ
た
か
ら
巻
き
返
す
ぞ

！
！
」

銭
場
「
お
お
～
，
気
合
い
充
分
だ
な
。
俺
な
ん
か
，
ど
れ
も
ボ
ロ
ボ
ロ
だ
っ
た
。

」田
中
努
「
練
習
虫
で
勉
強
虫
の
小
嶋
に
追
い
つ
か
な
あ
か
ん
な
。
野
球
ば
っ
か

や
っ
と
っ
た
俺
は
ダ
メ
男
や
。
」

伊
丹
「
努
，
ま
だ
ま
だ
試
験
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
や
。
気
を
入
れ
替
え
て
次
に

挑
ん
だ
ら
え
え
。
」

元
太
「
よ
～
し
！
！
勇
気
が
出
た
ぞ
！
！
次
の
環
境
学
も
取
る
ぞ
！
！
」

そ
こ
へ
３
年
生
の
末
続
真
男
が
通
り
掛
っ
た
。

１
年
生
「
末
続
さ
ん
，
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
！
！
」

末
続
「
さ
す
が
指
導
者
志
望
の
小
嶋
だ
な
。
野
球
ば
か
り
で
な
く
人
間
面
も
重

要
だ
ぞ
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
離
れ
て
か
ら
の
努
力
を
し
た
者
が
勝
つ
ん
だ
。
」

元
太
「
は
い
。
そ
れ
は
百
も
承
知
だ
と
思
い
ま
す
。
」

比
嘉
「
監
督
が
新
聞
も
読
め
と
仰
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。
」

末
続
「
あ
あ
。
特
に
比
嘉
の
新
聞
へ
の
熱
心
さ
は
部
内
で
も
有
名
だ
し
な
。
今

が
自
分
の
見
つ
め
直
す
機
会
だ
ろ
う
な
。
」

１
年
生
「
は
・
は
い
！
！
」

翌
朝
，
元
太
達
は
新
聞
を
見
て
一
喜
一
憂
し
て
い
た
。

元
太
「
光
北
学
院
，
光
北
学
院
。
お
お
っ
！
！
３
試
合
連
続
完
封
だ
ぜ
！
！
す

げ
っ
！
！
藤
原
が
ノ
ー
ヒ
ッ
ト
ノ
ー
ラ
ン
だ
っ
て
！
！
」

西
田
「
藤
原
？
あ
の
左
腕
が
成
長
し
た
よ
な
。
俺
の
母
校
は
，
サ
ヨ
ナ
ラ
負
け

し
た
ぜ
。
本
当
に
悔
し
い
。
」
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元
太
「
落
ち
込
む
な
よ
。
こ
こ
ま
で
来
れ
ば
立
派
だ
と
思
え
よ
。
」

西
田
「
と
こ
ろ
で
，
今
日
は
月
潟
が
先
発
登
板
ら
し
い
ぜ
。
」

元
太
「
今
夜
が
楽
し
み
だ
ぜ
。
イ
ー
グ
ル
ズ
史
上
２
人
目
の
１
８
歳
先
発
勝
利

を
挙
げ
た
ん
だ
し
な
。
」

西
田
「
こ
の
ま
ま
２
０
０
勝
は
間
違
い
な
い
よ
な
。
そ
れ
だ
け
じ
ゃ
な
い
，
高

校
時
代
か
ら
抑
え
と
し
て
の
適
性
も
あ
っ
た
よ
な
。
」

元
太
「
あ
あ
。
ツ
キ
が
リ
リ
ー
フ
登
板
す
る
と
殆
ど
失
点
無
し
だ
っ
た
よ
。
先

発
し
て
，
一
旦
外
野
に
回
り
そ
し
て
リ
リ
ー
フ
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
ん
だ
。
」

西
田
「
２
０
０
勝
し
て
１
０
０
セ
ー
ブ
挙
げ
て
ピ
ッ
チ
ャ
ー
は
１
人
し
か
い
な

い
な
。
月
潟
は
３
０
年
に
一
度
の
逸
材
だ
ろ
う
な
。
」

そ
し
て
，
定
期
試
験
が
全
て
終
了
し
た
。

元
太
と
銭
場
は
学
食
近
く
を
歩
い
て
い
た
。

元
太
「
銭
場
，
お
前
の
点
は
ど
う
だ
っ
た
？
」

銭
場
「
ダ
メ
だ
よ
。
野
球
ば
っ
か
り
や
っ
て
て
勉
強
を
疎
か
に
し
て
た
か
ら
な
。

大
部
単
位
を
落
と
し
そ
う
だ
よ
。
」

そ
こ
へ
学
生
コ
ー
チ
の
田
中
泰
造
が
現
れ
た
。

元
太
・
銭
場
「
こ
ん
に
ち
は
！
！
」

田
中
泰
「
す
ぐ
落
ち
込
む
な
よ
。
い
つ
ま
で
も
引
き
ず
っ
て
た
ら
伸
び
な
い
ぞ
。

気
持
ち
を
切
り
替
え
ろ
よ
。
」

銭
場
「
は
い
。
今
度
は
き
ち
ん
と
や
り
ま
す
。
」

田
中
泰
「
そ
れ
で
い
い
ぞ
，
銭
場
。
失
敗
は
成
功
の
も
と
だ
よ
。
」

元
太
「
さ
す
が
こ
と
わ
ざ
を
よ
く
使
う
泰
造
さ
ん
ら
し
い
で
す
ね
。
」

田
中
泰
「
小
嶋
，
お
前
に
褒
め
ら
れ
て
も
な
。
」

夜
，
寮
の
廊
下
に
て
。

元
太
「
終
わ
っ
た
，
終
わ
っ
た
。
明
日
か
ら
キ
ャ
ン
プ
前
ま
で
少
し
の
間
家
に

帰
ろ
う
。
」

黒
田
「
母
校
の
試
合
を
観
に
行
っ
た
ら
え
え
で
。
後
輩
の
闘
士
を
見
る
の
も
大

事
や
。
」
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元
太
「
は
い
，
わ
か
り
ま
し
た
。
後
輩
の
活
躍
は
自
分
の
最
大
の
励
み
に
な
り

ま
す
よ
。
」

黒
田
「
俺
も
帰
郷
し
た
と
き
に
母
校
の
試
合
を
よ
う
観
た
。
ス
ラ
ン
プ
脱
出
の

ヒ
ン
ト
が
隠
さ
れ
と
る
か
も
し
れ
へ
ん
。
」

元
太
「
た
だ
試
合
を
観
る
だ
け
で
な
く
，
フ
ォ
ー
ム
の
チ
ェ
ッ
ク
も
し
ま
す
。
」

黒
田
「
よ
し
，
そ
れ
で
行
け
！
！
明
日
は
金
岡
も
一
緒
や
。
」

そ
れ
を
比
嘉
が
羨
ま
し
そ
う
に
聞
い
て
い
た
。

比
嘉
「
母
校
の
試
合
観
戦
か
？
で
も
，
沖
縄
で
は
も
う
代
表
が
決
ま
っ
て
い
て

観
に
行
け
な
い
よ
な
。
俺
の
母
校
は
決
勝
敗
退
だ
っ
た
し
。

で
も
甲
子
園
で
の
活
躍
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
ぜ
，
島
商
（
島
城
商
業
）
。
」

元
太
は
，
寮
を
出
た
足
で
実
家
へ
と
戻
っ
て
い
た
。

理
沙
「
歩
美
，
急
ぎ
足
で
歩
い
て
い
る
の
元
太
君
じ
ゃ
な
い
？
」

歩
美
「
本
当
だ
わ
！
！
野
球
選
手
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
そ
の
も
の
ね
。
」

理
沙
「
元
太
君
神
宮
目
指
し
て
頑
張
っ
て
い
る
そ
う
だ
け
ど
，
私
の
大
学
で
は

野
球
部
と
聞
い
て
も
ア
ッ
ケ
ラ
カ
ン
な
の
。
」

歩
美
「
そ
れ
は
残
念
だ
わ
。
学
生
達
に
元
気
を
与
え
て
く
れ
そ
う
な
人
が
い
る

と
私
達
も
変
わ
る
の
に
ね
。
」

理
沙
「
そ
う
ね
。
元
太
君
は
，
き
っ
と
指
導
者
に
な
る
わ
よ
。
」

歩
美
「
わ
～
！
！
監
督
と
し
て
甲
子
園
に
行
く
の
が
楽
し
み
だ
わ
！
！
」

元
太
「
た
だ
い
ま
。
父
ち
ゃ
ん
，
母
ち
ゃ
ん
！
！
」

元
太
の
母
「
お
帰
り
。
元
太
，
よ
り
一
層
た
く
ま
し
く
な
っ
た
じ
ゃ
な
い
の
。
」

元
太
「
ふ
～
！
！
厳
し
い
練
習
の
中
で
こ
ん
な
に
痩
せ
た
ん
だ
よ
。
」

元
太
の
父
「
そ
れ
は
，
お
前
に
と
っ
て
努
力
の
賜
物
だ
よ
。
３
年
経
て
場
も
っ

と
磨
か
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
の
か
。
」

元
太
「
よ
～
し
！
！
も
っ
と
変
わ
っ
て
見
せ
る
ぞ
。
」

元
太
の
母
「
で
も
進
む
方
向
を
考
え
て
よ
。
」

全
員
「
は
・
は
・
は
・
は
（
笑
）
！
！
」
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７
月
３
０
日
，
埼
玉
大
会
決
勝
戦
。

彩
の
国
ス
タ
ジ
ア
ム
は
，
２
階
ス
タ
ン
ド
ま
で
解
放
す
る
大
賑
わ
い
と
な
っ
た
。

３
年
生
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
遠
藤
美
月
と
２
年
生
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
栗
原
大
輔
が

応
援
席
に
近
づ
く
元
太
に
手
を
振
っ
て
い
た
。

美
月
「
小
嶋
先
輩
！
！
」

栗
原
「
た
く
ま
し
く
な
っ
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
よ
。
」

元
太
「
遠
藤
に
ク
リ
。
遅
れ
て
ご
め
ん
な
。
あ
れ
っ
！
！
諏
訪
（
彩
香
）
は
ど

こ
に
い
る
ん
だ
？
」

美
月
「
彩
香
は
ス
コ
ア
ラ
ー
と
し
て
ベ
ン
チ
入
り
し
て
い
る
ん
で
す
。
私
と
入

れ
替
わ
り
で
ベ
ン
チ
に
入
る
ん
で
す
よ
。
」

元
太
「
そ
う
な
の
か
。
去
年
は
池
田
１
人
で
大
変
だ
っ
た
け
ど
，
今
年
は
大
部

助
か
る
だ
ろ
う
な
。
」

栗
原
「
そ
れ
で
し
た
ら
，
来
年
は
僕
が
ベ
ン
チ
入
り
で
す
か
？
」

美
月
「
ク
リ
，
新
チ
ー
ム
の
こ
と
は
来
年
ま
で
わ
か
ら
な
い
わ
よ
。
」

栗
原
「
す
み
ま
せ
ん
。
」

美
月
「
先
輩
，
試
合
始
ま
り
ま
す
よ
。
」

元
太
「
よ
～
し
，
強
打
の
西
浦
を
抑
え
ろ
よ
！
！
藤
原
！
！
ノ
ー
ヒ
ッ
タ
ー
の

意
地
を
見
せ
ろ
！
！
」

決
勝
戦
は
，
昨
夏
の
甲
子
園
の
覇
者
で
こ
こ
ま
で
僅
か
５
失
点
の
光
北
学
院
と
，

対
照
的
に
打
率
．
３
９
２
を
誇
る
西
浦
学
院
の
対
戦
と
な
っ
た
。

う
ぐ
い
す
嬢
「
お
待
た
せ
い
た
し
ま
し
た
。
決
勝
戦
，
光
北
学
院
高
校
対
西
浦

学
院
高
校
の
試
合
間
も
な
く
開
始
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
ず
１
回
の
表

守
備
に
就
き
ま
す
光
北
学
院
高
校
の
，
ピ
ッ
チ
ャ
ー
は
藤
原
君
，
キ
ャ
ッ
チ
ャ

ー
勝
村
君
，
フ
ァ
ー
ス
ト
天
野
君
，
セ
カ
ン
ド
富
岡
君
，
サ
ー
ド

井
上
君
，
シ
ョ
ー
ト
鈴
木
亮
哉
君
，
レ
フ
ト
鎌
田
君
，
セ
ン
タ
ー
叶
君
，
ラ
イ

ト
篠
原
君
。
こ
の
試
合
の
審
判
は
，
球
審
榎
本
，
一
塁
御
影
，
二
塁

天
倉
，
三
塁
矢
吹
。
以
上
四
氏
で
ご
ざ
い
ま
す
。
」

美
月
「
昨
年
の
決
勝
の
藤
原
よ
り
は
，
堂
々
と
し
て
い
る
わ
。
強
打
の
西
浦
を

梃
子
摺
り
そ
う
ね
。
」
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榎
本
「
プ
レ
ー
ボ
ー
ル
！
！
」

サ
イ
レ
ン
「
あ
あ
あ
あ
～
，
あ
あ
あ
！
！
」

う
ぐ
い
す
嬢
「
１
回
の
表
西
浦
学
院
高
校
の
攻
撃
は
，
一
番
ラ
イ
ト
武
笠
君
，

ラ
イ
ト
武
笠
君
。
さ
い
た
ま
光
見
中
学
，
背
番
号
９
。
」

美
月
「
１
球
目
は
ど
う
か
し
ら
？
」

藤
原
の
投
じ
た
１
球
目
は
？

ミ
ッ
ト
「
ビ
シ
ッ
！
！
」

武
笠
「
（
こ
れ
は
外
れ
た
な
。
）
」

と
こ
ろ
が
．
．
．
。

榎
本
「
ス
ト
ラ
イ
ク
！
！
」

光
北
応
援
団
「
お
お
お
～
！
！
」

元
太
「
去
年
よ
り
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
よ
く
な
っ
て
る
ぜ
。
」

藤
原
の
１
球
で
，
高
校
野
球
埼
玉
大
会
決
勝
戦
は
幕
を
開
け
た
。

果
た
し
て
，
光
北
学
院
の
三
季
連
続
甲
子
園
出
場
は
な
る
の
だ
ろ
う
か
？

－
第
五
話
終
了
－
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卒
業

小
嶋
元
太
達
が
心
を
１
つ
に
し
て
来
た
４
年
の
月
日
が
あ
っ
と
言
う
間
に
過
ぎ

去
っ
た
。

成
修
大
学
硬
式
野
球
部
は
元
太
が
２
年
の
春
に
一
部
昇
格
を
果
た
し
４
年
春
に

は
優
勝
を
果
た
し
た
。
そ
の
秋
に
は
エ
ー
ス
伊
丹
が
プ
ロ
入
り
、
元
太
が
社
会

人
野
球
入
り
、
そ
し
て
殆
ん
ど
の
野
球
部
員
が
卒
業
決
定
と
有
終
の
美
を
飾
っ

た
。

そ
し
て
今
日
３
月
２
２
日
の
卒
業
式
に
臨
む
。

元
太
「
つ
い
に
今
日
で
卒
業
だ
よ
な
。
」

伊
丹
「
ほ
ん
ま
に
あ
っ
と
い
う
間
の
４
年
間
や
っ
た
な
ぁ
。
」

加
藤
「
本
当
に
よ
く
耐
え
た
よ
な
。
伊
丹
な
ん
か
“
す
ぐ
に
逃
げ
た
る
。
”
と

ぶ
ち
ま
け
て
た
癖
に
今
じ
ゃ
離
れ
た
く
な
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
だ
よ
な
。
」

山
本
「
小
嶋
は
今
日
の
式
で
総
代
を
務
め
る
ん
だ
よ
な
。
さ
す
が
は
我
が
成
修

の
顔
だ
ぜ
！
！
」

比
嘉
「
で
も
小
嶋
，
お
前
は
ス
レ
ス
レ
の
成
績
だ
っ
た
じ
ゃ
ん
か
。
」

元
太
「
て
言
う
か
比
嘉
，
お
前
な
ん
か
勉
強
ば
っ
か
り
だ
っ
た
じ
ゃ
ん
か
。
３

年
で
フ
ル
単
で
４
年
は
就
職
活
動
と
卒
論
製
作
に
没
頭
し
て
た
じ
ゃ
ん
か
．
．
．

．
．
．
。
」

比
嘉
「
ま
あ
，
俺
は
上
で
野
球
続
け
る
つ
も
り
無
か
っ
た
か
ら
，
早
い
う
ち
に

見
切
り
を
つ
け
て
た
ん
だ
よ
。
」

伊
丹
「
よ
う
わ
か
る
。
プ
ロ
野
球
選
手
に
な
る
だ
け
が
人
生
と
ち
ゃ
う
で
。
」

山
本
「
伊
丹
。
プ
ロ
で
は
無
理
ス
ン
ナ
よ
。
無
理
が
た
た
る
と
怪
我
し
ち
ゃ
う

か
ら
。
」

元
太
「
月
潟
と
の
対
戦
を
楽
し
み
に
い
て
る
ぜ
。
」

伊
丹
「
小
嶋
。
ま
あ
，
月
潟
と
俺
は
別
や
か
ら
．
．
．
．
。
」

野
村
「
お
ー
い
，
そ
ろ
そ
ろ
卒
業
式
が
始
ま
る
ぞ
～
！
！
」

元
太
「
野
村
。
今
行
く
か
ら
。
」
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そ
し
て
講
堂
。

山
本
「
つ
い
に
人
生
最
大
の
式
典
が
始
ま
る
ぞ
。
」

元
太
「
も
う
学
生
じ
ゃ
な
く
な
る
ん
だ
か
ら
な
。
」

学
長
「
只
今
か
ら
第
１
０
０
回
成
修
大
学
卒
業
式
を
挙
行
い
た
し
ま
す
。
一
同

起
立
。
」

祝
辞
が
終
わ
り
，
つ
い
に
卒
業
証
書
授
与
に
入
っ
た
。

山
本
「
お
お
，
つ
い
に
小
嶋
の
番
だ
。
」

学
長
「
経
営
学
部
総
代
，
小
嶋
元
太
。
」

元
太
「
は
い
～
！
！
」

卒
業
生
「
パ
チ
パ
チ
パ
チ
！
！
」

元
太
「
．
．
．
．
（
嬉
し
い
。
俺
は
卒
業
し
た
ん
だ
。
卒
業
試
験
の
時
の
苦
労

が
報
わ
れ
た
ぜ
）
。
」

野
球
部
の
仲
間
達
は
皆
，
元
太
の
雄
姿
を
称
え
て
い
た
。

そ
し
て
，
卒
業
式
終
了
後
の
桜
並
木
。

元
太
「
こ
の
桜
が
俺
達
を
見
送
っ
て
る
ん
だ
。
」

山
本
「
人
生
は
こ
れ
か
ら
が
勝
負
だ
。
」

伊
丹
「
よ
～
し
。
４
０
ま
で
投
げ
続
け
る
で
。
」

元
太
「
み
ん
な
～
！
！
離
れ
離
れ
に
な
っ
て
も
，
心
は
ひ
と
つ
だ
。
負
け
る
な

よ
。
」

全
員
「
お
～
！
！
」

こ
う
し
て
，
小
嶋
元
太
の
４
年
間
の
大
学
生
生
活
は
幕
を
下
ろ
し
た
。

大
学
で
過
ご
し
た
日
々
を
忘
れ
ず
に
厳
し
い
社
会
を
勝
ち
抜
い
て
ほ
し
い
。

－
－
完
－
－
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

元太の大学生日記
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